






花きの好適ｐH

キンセンカ、シネラリア・ゼラニウム・ガーベラ、
スイートピー、ジャーマンアイリスなど

アルカリ性（７以上）

ジニア、マリーゴールド、プリムラ類、マーガレット、
アスターなど

中性（７）

キク、バラ、ユリ、シクラメン、カラー、ポインセチア、
フクシア、ハナショウブ、キンギョソウ、
パフィオベディルム、シンピジウム
カーネーション、ストック、ペチュニア、チューリップなど

弱酸性（５～７）

ツツジ、アザレア、ガーデニア、ベゴニア類、アジアンタム
ネフロレピス、アナナス、スズラン、アゲラータム、カラー、
クレマチスなど

強酸性（５以下）

適する花きの種類酸性（ｐＨ）の程度

85g
～130g

65g
～110g

45g
～90g

25g
～75g

苦土石
灰

55g
～85g

45g
～75g

30g
～60g

20g
～50g

消石灰pH
5.0
～
5.5

pH
6.4に

pH
6.2に

pH
6.0に

pH
5.8に

目標ｐＨ
土壌ｐＨ

ｐＨ矯正に必要な資材量

･クズ
･マツバイ
･ハハコグサ
･ヒメムカシヨモギ
･ヨモギ
･アレチノギク
･メヒシバ
･チガヤ
･トダシバ
･ススキ

･コメツブウマゴヤ
シ
･ノミノツヅリ
･ハコベ
･イヌフグリ
･ヤエムグラ
･ホトケノザ
･コウゾリナ
･ノゲシ
･オトギリソウ
･コヌカグサ

･レンゲソウ
･ノエンドウ
･ナズナ
･ミミナグサ
･ザクロソウ
･カラスビシャク
･ヘラオオバコ
･エノキグサ
･コニシキソウ
･スズメノカタビラ

･カタバミ
･アカザ
･ミゾソバ
･ギシギシ
･スイバ
･イヌガラシ
･カヤツリグサ
･ノボロギク
･ジシバリ
･オオバコ

･シロクローバ
･ヒメスイバ
･スギナ
･イヌタデ
･スズメノテッポウ
･イヌビエ
･ニワホコリ
･ナギナタガヤ
･ススメノヤリ
･ヤハズソウ

広範囲※中性微酸性弱酸性強酸性

土壌の酸性度と野草の種類



塩基のバランス

• 塩基が総量として十分確保されても、塩基間
のバランスが失われると養分の吸収時に拮
抗作用がおこり、各種の生理障害がおこる。

• 作物が吸収する度合は

加里＞苦土＞石灰

の順である。

•野菜が生育するのにどうしても必要不可欠な
必須元素のうち多量に必要とする養分を、多量
要素という。

•窒素（Ｎ）、リン酸（Ｐ）、カリ（Ｋ）の３要素と
、石灰（Ｃａ）、マグネシウム（Ｍｇ）を加えた５要
素という分類がある。

植物が育つのに必要な要素

最小養分律

ある植物が必要とする栄養素の要求量に対して
供給割合が最も低い栄養素が、その条件で生育
を制限し、この栄養素を最小栄養素とよび、この関
係を最小養分律という。

肥料の種類とその性質

• 肥料には有機質肥料と化学肥料があります。

【有機質肥料】

• ほとんどのものが、N、P、Kの3要素を含み、効きめが長いの
で、トマトやナスのような収穫期間が長い野菜に効果があり
ます。

• 元肥として施すときは、種まき、植えつけの1週間前には施し
ておきましょう。

【化学肥料】

• 1種類の成分しか含んでいない単肥と、３要素を含む複合肥
料があります。なかにはマグネシウムや有機態の成分を含
んでいるものもありますが、３要素が同量含まれているもの
が便利です。



●好光性種子と嫌光性種子（野菜）
光がないと発芽しにくい性質をもった種（好光性種子）
と反対に光を嫌う性質をもった種（嫌光性種子）のこと。

ピーマン、ダイコン、キュウリ、
ネギ、トマト

光があると発芽しにくいも
の（嫌光性種子）
（土を厚くかけます）

カブ、キャベツ、セロリ、
レタス、ミツバ、シュンギク

光があると発芽しやすい
もの（好光性種子）
（土をかける量を薄くしま
す）

光の強さに関すること

セリ、ミツバ、ミョウガなど弱い光を好む野菜

コマツナ、ホウレンソウ、シュンギ
ク、サトイモなど

弱い光でも栽培

できる野菜

カブ、キャベツ、カリフラワー、

ブロッコリー、サツマイモ、

トウモロコシ、ニンジン、ハクサイ、
ダイコン、ピーマン、ウリ類、

マメ類

強い光が好きな

野菜

水分に関すること

カボチャ、インゲン、

ダイコン、サツマイモなど

多湿に比較的弱い野菜

タマネギ、ミツバ、

シュンギク、サトイモ、

セロリなど

多湿に比較的強い野菜

インゲン、ライマメマメ類

ゴボウ、ユリネ根菜

アスパラガス、ウド、ケール葉菜

カボチャ、キュウリ、スイカ、
メロン、トマト、トウモロコシ

果菜

30度以上の暑さに弱いが低温には比較的強い

Bグループ

エダマメ、ササゲ、ナタマメマメ類

サツマイモ、サトイモ、クワイ、
ショウガ、ヤマイモ

根菜

ツルムラサキ、エンサイ葉菜

オクラ、シロウリ、トウガラシ、
ピーマン、二ガウリ、ナス

果菜果菜

暑さに強く寒さに弱い

Aグループ

高温性野菜



エンドウ、ソラマメマメ類

カブ、ダイコン、ワサビ根菜

キャベツ、ハクサイ、ブロッ
コリー、ツケナ類、ホウリレ
ソウ、タマネギ、ネギ、ラッ
キョ

葉菜

イチゴ果菜

寒さに強く、エンドウ、ソラマメ、イチゴ、タマ
ネギなどは越冬させて収穫

Dグループ

ジャガイモ、ニンジン、ビー
ト

根菜

シュンギク、セリ、フダンソ
ウ、ミツバ、カリフラワー、
ニンニク、ワケギ、バセリ、
レタス

葉菜

Dグループよりやや寒さに弱い

Cグループ

冷涼性野菜

春の遅まきは禁物
ホウレンソウ、タカナ、
ラディッシュ、シュンギク

長日

日の長くなる夏は花芽が着
きにくい

キュウリ・カボチャの雌花着
生、イチゴ、シソ

短日
日
長

レタスは秋の早まき、春のま
き遅れに注意

レタス、スイートコーン、
エダマメ

高温

葉根菜は秋のまき遅れ、春
の早まきに注意。冬越し野
菜は大きくさせぬように。ブ
ロッコリー、カリフラワーは早
まきで大きく育てる

キャベツ、プロツコリー、
カリフラワー、ネギ、タマネ
ギ、セロリ、ニンジン、ゴボ
ウ、
イチゴ

一定の大き
さに育って
から

秋の遅まき、春の早まきに
注意

ダイコン、カブ、ハクサイ、
ツケナ類、エンドウ、ソラマ
メ

種まきのと
きから

低温
温
度

まき遅れ、肥料の過不足に
注意

トマト、ナス、トウガラシ、
スイカ、メロン

一定の大きさに育つたら

まきどきなどの注意野菜の種類花芽ができる条件

イチゴ（1～2年）、オクラ（3～4年）、クワイ（3～4年）、サトイモ（3
～4年）、ショウガ（4年）、
ヤマノイモ（4年）など

その他

ニラ（2年）、ネギ（1年）などユリ科

インゲン（2～3年）、エダマメ（4年）、エンドウ（4～5年）、ササゲ
（4年）、ソラマメ（3～4年）、
ラッカセイ（3年）など

マメ科

シシトウ（3～4年）、ジャガイモ（2～3年）、トウガラシ（3～4年）、
トマト（3～4年）、ナス（4～5年）、
ピーマン（3～4年）など

ナス科

セロリ（2年）、パセリ（2年）、ミツバ（2年）などセリ科

ゴボウ（4～5年）、サラダナ（2年）、シュンギク（1年）、レタス（1～2
年）など

キク科

キュウリ（2年）、シロウリ（3年）、スイカ（4～5年）、ニガウリ（2年）、
マクワウリ（3年）、メロン（3～4年）など

ウリ科

カリフラワー（3年）、ハクサイ（2年）、
その他のアブラナ科野菜（1年）など

アブラナ科

食用ビート（2年）、ホウレンソウ（1年）などアカザ科

●効果的に肥料を与えるには

野菜は、種類によって養分の吸収の仕方が
異なる。

• 生育初期に多く吸収するもの、

• 生育期間中にコンスタントに吸収するもの、

• 生育後期に多く吸収するもの

• ３つのグループに分けられる。

• 養分を吸収する時期によって、元肥の量、追
肥の量、回数が変わる。





用土の粒子の大きさ

• 根は、昼も夜も一方的に酸素を吸い続けて生長して
いる。

• このため植物の根にとって、空気＝酸素というもの
は水と全く同じ位に大切なものである。

• 空気は用土の粒子が大きくなればなるほど鉢の中
に多量に確保される（多孔性によって）。

• 限度はあるが、植物の根をより健全に育てるには、
用土粒子はできるだけ大き目のものを揃えるとよい。

生ごみ堆肥の使いかた

• 「肥料」であり「土壌改良材」である

• モミガラ堆肥、草質堆肥と共に使うとより良
い

• 表面から５～７cmぐらいの表面で混ぜた方

が良い

施用する有機物

• 有機物の施用効果

①養分供給のはたらき

②土壌の理化学性を改良するはたらき

③土壌の生物性をよくするはたらき

これらの効果やはたらきは、バラバラに離れ
たものではなく、たがいにかかわり合いなが
ら発現する。

生ごみ堆肥の成分を概算してみると
（％）

17.10.591.221.0317.52次処

理物

16.70.400.70.8814.71次処

理物

C／NK2OP2O5NC

容積重 ０．６

成分は、堆肥ごとに異なるが今回はこの数字で説明します。




